
聞
き
手
「
け
や
き
の
風
」編
集

部
（＝

編
）

編

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

岩
井

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

編

早
速
で
す
が
、
昨
年
を
振

り
返
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
感

想
を
お
聞
き
し
ま
す
。

岩
井

昨
年
は
、
元
旦
に
能
登

大
地
震
が
起
き
、
い
ま
だ
に
復

興
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
夏
に

は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま

し
た
。
十
月
二
十
七
日
の
衆
院

選
挙
で
は
、
自
公
が
過
半
数
割

れ
と
な
り
、

改
憲
勢
力

も
三
分
の

二
に
届
か

な
い
結
果

と
な
り
ま

し
た
。
こ

の
よ
う
な

結
果
を
も

た
ら
し
た

の
は
、
裏

金
問
題
に

つ
い
て
、
国

民
の
み
な

さ
ん
が
裏

切
ら
れ
た

と
い
う
こ

と
に
対
す

る
厳
し
い
審
判
の
結
果
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党

は
残
念
な
が
ら
、
二
議
席
減
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

編

十
二
月
市
議
会
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

岩
井

二
日
か
ら
十
九
日
の
会

期
で
し
た
。
一
般
質
問
で
は
三

日
間
で
十
四
名
の
議
員
が
質

問
、
通
常
よ
り
多
い
質
問
者
数

で
す
。
特
に
新
人
議
員
が
力
を

つ
け
て
お
り
、
頑
張
っ
た
こ
と
が

特
徴
で
す
。

一
方
、
市
の
対
応
と
し
て
、
公

共
交
通
問
題
で
は
不
十
分
な

答
弁
で
、
市
民
の
足
を
守
る
と

い
う
立
場
に
立
っ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

編

こ
こ
で
、
十
二
月
議
会
の

一
般
質
問
の
全
員
の
質
問
の

内
容
を
ざ
っ
と
見
て
、
感
じ
た

点
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

湖
北
台
に
関
す
る
質
問
で
は
、

あ
る
議
員
が
継
続
し
て
採
り

上
げ
て
い
る
問
題
で
、
都
市
計

画
法
違
反
建
築
物
に
つ
い
て
、

当
事
者
が
逮
捕
さ
れ
、
建
物

は
撤
去
、
現
在
は
テ
ン
ト
を
張
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
。
ま
た
、
総
選
挙
で
の

入
場
券
が
有
権
者
の
手
元
に

遅
れ
た
原
因
に
つ
い
て
も
、
改

善
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
成

田
線
の
湖
北
駅
、
新
木
駅
、
布

佐
駅
な
ど
の
自
由
通
路
の
土

地
使
用
問
題
が
論
議
さ
れ
ま

し
た
。

新
人
議
員
の
質
問
で
は
、
能

登
半
島
地
震
に
関
し
て
、
我
孫

子
市
の
災
害
時
の
水
道
問
題
、

ト
イ
レ
な
ど
の
問
題
、
ま
た
、

外
国
人
児
童
の
増
加
と
学
校

教
育
問
題
、
ま
た
、
市
職
員
の

メ
ン
タ
ル
問
題
な
ど
で
の
休
職

者
、
離
職
者
の
増
加
傾
向
な

ど
の
問
題
、
な
ど
多
方
面
に
わ

た
る
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

船
橋
ま
さ
る
議
員
は
、
我
孫

子
市
少
年
野
球
場
の
井
戸
水

問
題
、
ア
ビ
ス
タ
の
階
段
再
転

落
事
故
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

岩
井

十
二
月
議
会
の
質
問

と
答
弁
の
一
部
を
次
に
紹
介

し
ま
す
。

岩
井

児
童
・
生
徒
の
安
全
通

学
に
向
け
て
、
（見
守
り
）会
計

年
度
任
用
職
員
、
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
も
高
齢
で
、
今

後
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
具
体

的
な
対
策
は
。

答
弁

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

支
障
が
出
る
状
況
で
あ
れ
ば
、

学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
に

解
決
に
向
け
、
力
を
尽
く
し
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
丸

智
彦
教
育
長
）

岩
井

路
線
バ
ス
は
、
公
共
交

通
と
し
て
、
運
行
を
事
業
者
任

せ
に
せ
ず
、
行
政
と
し
て
の
対

策
を
。

答
弁

現
在
、
布
佐
ル
ー
ト
実

証
運
行
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
送
迎
バ
ス
や
外
出
支
援

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
ち
ら
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
。
（篠
崎
啓
一
建
設
部
長
）

岩
井

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ

い
て
官
民
一
体
の
活
動
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え

か
。

答
弁

今
年
度
、
湖
北
台
浄

水
場
に
お
い
て
、
官
民
連
携
に

よ
る
太
陽
光
発
電
設
備
導
入

を
進
め
て
い
る
。
（
山
本
康
樹

環
境
経
済
部
長
）

編

今
年
の
抱
負
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
井

今
年
は
千
葉
県
知
事

選
挙
、
都
議
会
議
員
選
挙
、

参
議
院
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
昨
年
の

総
選
挙
か
ら
学
び
、
何
と
し
て

も
勝
利
に
向
け
て
頑
張
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

編

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Ｔ
・Ｏ
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け
や
き
の
風

戦
後
８
０
年
の
幕
開
け

で
す
。
戦
後
が
ず－

と

続
き
、
決
し
て
新
し
い

戦
前
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い

ま
す
。
国
連
加
盟
国
１
９
３
ヶ

国
で
こ
の
８
０
年
間
戦
争
し

な
か
っ
た
の
は
、
日
本
・
ス

イ
ス
な
ど
わ
ず
か
１
３
ヶ
国

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
イ

ラ
ク
戦
争
で
は
ア
メ
リ
カ
が

戦
闘
地
域
に
自
衛
隊
を
派
遣

す
る
よ
う
に
強
く
求
め
た
が

政
府
は
「
憲
法
九
条
の
壁
」

を
理
由
に
拒
否
し
て
き
ま
し

た
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
見
る
よ

う
に
戦
争
は
始
め
た
ら
容
易

に
終
わ
れ
な
い
こ
と
は
明
か

で
す
。
紛
争
は
戦
争
に
せ
ず

話
し
合
い
（
外
交
）
で
解
決

す
る
と
い
う
ア
セ
ア
ン
諸
国

が
素
晴
ら
し
い
実
践
を
し
、

ア
ジ
ア
全
域
に
広
げ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
希

望
で
す
▼
北
村
淳
氏
は
著
書

「
米
軍
最
強
と
い
う
幻
想
」

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
社
）
で
「
ア
メ
リ

カ
が
盛
ん
に
脅
威
を
煽
り
立

て
て
い
る
有
事
に
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
的
属
国
と
し
て
の
日

本
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
と
、
と
い
う
よ
り
は
日

米
同
盟
の
強
化
と
い
う
標
語

を
掲
げ
て
積
極
的
に
巻
き
込

ま
れ
る
な
ら
、
日
本
は
ア
メ

リ
カ
の
捨
て
駒
に
な
る
か
、

弾
除
け
に
さ
れ
か
ね
な
い
」

と
、
又
「
日
本
は
日
米
安
保

を
離
脱
し
て
「
永
世
中
立
国
」

の
道
を
進
む
べ
き
」
と
提
言

す
る
。
米
在
住
の
北
村
氏
は

戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
職

と
し
米
軍
高
官
や
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
方
の
考
え
を
十
分
知
っ

て
い
る
方
で
大
変
衝
撃
的
な

書
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に

も
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

我孫子市新春の集い

岩
井
こ
う
市
議
会
議
員
に
聞
く

昨
年
を
振
り
返
っ
て

の
感
想

湖
北
台
に
関
す
る
質
問

12
月
議
会
、
新
人
が
力

を
つ
け
通
常
よ
り
多
い

14
人
が
発
言

公
共
交
通
問
題
で
は
不

十
分
な
答
弁
で
市
民
の

足
を
守
る
立
場
に
な
い

14
人
全
員
の
発
言
を
聞

い
て
の
感
想

新
人
議
員
の
質
問
は
多

方
面
か
ら

船
橋
議
員
は
少
年
野
球

場
の
井
戸
水
問
題
な
ど

質
問

岩
井
議
員
は
児
童
・
生

徒
の
安
全
通
学
や
路
線

バ
ス
、
温
暖
化
対
策
等

日
本
共
産
党
は
昨
年
の

総
選
挙
か
ら
学
び
勝
利

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す

期日 ２月７日(金) 午後１時３０分
場所 新木行政サービスセンター
主催 あびこ日本共産党と後援会
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来
し
方
と
行
く
末
思
わ
す
新
年
は

殊
勝
な
決
意
暫
し
胸
占
む

七
丁
目

山
野

美
津

破
壊
さ
れ
泣
き
叫
ぶ
子
の
ガ
ザ
の
街

今
日
も
目
交
に
顕
ち
て
揺
る
が
ず

た

五
丁
目

鈴
木

明

祈
る
他
無
き
事
ど
も
を
去
年
今
年

こ

ぞ

こ

と

し

三
丁
目

松
永
美
穂
子

初
場
所
の
拍
子
木
ひ
び
く
国
技
館

七
丁
目

柴
田

益
雄

囀
り
に
見
れ
ば
ヒ
ヨ
ド
リ
二
羽
で
翔
び

さ
え
ず

七
丁
目

山
里

歩

本
の
嵩
ま
た
高
く
し
て
冬
に
入
る

か
さ

五
丁
目

一
言
有
三

湖
北
台
方
面
か
ら
国
道
三

五
六
号
の
坂
を
降
り
て
、
布

佐
の
市
街
地
に
入
る
と
こ
ろ
、

布
佐
駅
北
口
か
ら
徒
歩
約
十

一
分
、
こ
こ
に
お
寺
は
あ
り

ま
す
。
本
堂
の
裏
手
は
銚
子
、

水
郷
方
面
へ
行
く
道
路
、
そ

し
て
利
根
川
と
な
り
ま
す
。

「
当
寺
の
草
創
由
来
に
つ
い

て
、
明
治
の
『
寺
院
明
細
帳
』

に
は
『
確
証
な
し
と
雖
も
古

老
伝
説
に
は
行
基
菩
薩
の
作

に
し
て
往
古
大
和
国
平
群
郡

法
隆
寺
境
内
に
在
り
し
を
文

禄
二
年
（
一
五
三
九
）
巳
の

三
月
当
寺
開
山
忠
変
僧
都
四

国
西
国
巡
拝
の
砌
り
由
緒
あ

り
て
彼
の
地
よ
り
迎
来
り
当

地
二
堂
宇
を
設
け
安
置
せ
し

よ
り
霊
験
尤
も
多
し
故
に
信

仰
の
輩
追
々
檀
中
と
な
り
右

忠
変
を
開
山
と
な
し
一
寺
建

立
の
由
』
と
書
き
出
さ
れ
て

い
る
。
な
お
寛
永
七
年
（
一

六
三
〇
）
の
検
地
で
『
寺
内

壱
反
壱
畝
歩
』
の
除
地
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、

寛
永
八
年
起
草
の
過
去
帳
も

あ
る
。
寺
地
は
、
利
根
川
の

改
修
に
と
も
な
っ

て
背
後
が
削
ら
れ
、

土
手
に
接
す
る
状

態
に
な
っ
て
い
る

が
、
寺
領
は
ほ
ぼ

確
保
さ
れ
た
。…

現
在
の
本
堂
は
、

昭
和
六
十
一
年
に

改
築
落
慶
を
み
た
。
」

（
我
孫
子
市
史
）

と
あ
り
、
建
物
は

幾
た
び
か
の
火
災

な
ど
に
あ
っ
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
境
内
入
口
に
は

大
き
な
石
碑
が
並
ん
で
い
ま

す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

真
言
宗
延
命
寺
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

最
低
限
で
も
１
・
５
度
の

上
昇
で
止
め
な
い
と
、
地
球

環
境
の
悪
化
が
加
速
度
的
に

進
ん
で
、
負
の
連
鎖
が
始
ま
っ

て
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に

制
御
不
能
な
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
態
に
陥
る
危
険
が

あ
る
。
人
類
は
そ
の
一
歩
手

前
ま
で
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
す
べ
て
が
、
資
本

主
義
が
引
き
起
こ
し
た
社
会

的
大
災
害
で
す
。
人
類
の
生

存
と
い
う
、
根
本
的
な
「
人

間
の
自
由
」
に
か
か
わ
る
問

題
が
深
刻
に
脅
か
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
こ
れ
は
、

資
本
主
義
の
枠
内

で
も
最
大
の
知
恵

と
力
を
総
結
集
し

て
緊
急
の
対
応
を

行
な
う
こ
と
を
強

く
求
め
て
た
た
か
っ
て
い
き

ま
す
が
、
同
時
に
資
本
主
義

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
続
け
て

い
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

気
候
危
機
で
は
問
わ
れ
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
。
若
い
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
文
字
通

り
未
来
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
「
共

産
主
義
と
自
由
」
）

今
回
で
連
載
は
終
了
。
気

候
危
機
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
す
。
知
恵
と
力
を
集
め

危
機
の
打
開
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
Ｔ
・
Ｏ

食
料
品
を
中
心
に
諸
物
価

の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。

安
倍
前
政
権
が
打
ち
出
し

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円

安
が
根
本
原
因
で
す
。

総
務
省
が
12
月
27
日
発
表

し
た
東
京
都
区
部
の
消
費
者

物
価
指
数
が
総
合
指
数
で
前

年
同
月
比
２
・
４
％
上
昇
し

て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は

電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
値
上

げ
が
あ
り
、
特
に
コ
メ
は
新

米
が
出
回
っ
て
も
60
％
近
い

高
値
が
続
い
て
い
ま
す
。

黒
田
日
銀
前
総
裁
が
到
達

め
ざ
し
た
物
価
指
数
２
・
０

％
増
は
昨
年
中
に
突
破
し
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
に
入
っ
て
も
電

車
、
バ
ス
な
ど
も
値
上
げ
予

定
で
食
料
品
に
至
っ
て
は
２

度
３
度
も
値
上
げ
す
る
も
の

も
あ
り
、
家
計
の
や
り
く
り

が
た
い
へ
ん
で
す
。

給
与
も
年
金
も
物
価
上
昇

に
見
合
う
増
額
に
は
な
ら
ず
、

実
質
的
に
は
生
活
を
苦
し
め

て
い
ま
す
。

せ
め
て
消
費
税
の
８
％
10
％

を
政
府
が
減
税
す
れ
ば
と
の

声
が
強
い
で
す
。
し
か
し
石

破
政
権
は
防
衛
費
（
軍
事
費
）

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

Ｏ
・
Ｓ

資
本
主
義
が
引
き
起
こ

し
た
社
会
的
大
災
害

「気
候
危
機
を
追
う
」
№
５

ど
こ
ま
で
続
く
物
価
高

経
済
産
業
省
が
12
月
17

日
に
公
表
し
た
「
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

（
エ
ネ
基
）
」
原
案
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
後
の
第
４
次
（
２
０

１
４
年
）
～
６
次
（
21
年
）

エ
ネ
基
で
掲
げ
て
き
た

「
可
能
な
限
り
原
発
依
存

度
を
低
減
す
る
」
と
の
規

定
を
捨
て
、
原
発
の
「
最

大
限
活
用
」
を
明
示
し
ま

し
た
。
国
民
各
層
か
ら
強

い
批
判
が
起
き
て
い
ま
す
。

い
ま
稼
働
中
の
原
発
は

13
基
で
、
全
電
源
の
８
・

５
％
を
占
め
ま
す
（
23
年

度
）
。

次
期
計
画
は
、

こ

れ

を

40

年

度
に
「
２
割
程
度
」
に
引

き
上
げ
ま
す
。
電
力
需
要

増
で
発
電
量
は
12
～
22
％

増
え
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

原
発
の
総
発
電
量
は
現
在

の
３
倍
近
く
に
な
り
ま
す
。

40
年
ま
で
に
既
設
原
発

が
老
朽
化
す
る
た
め
、
既

設
原
発
の
運
転
期
間
を
60

年
に
延
長
す
る
ほ
か
、
新

規
建
設
の
条
件
を
緩
和
し

ま
す
。

現
在
世
界
で
稼
働
中
の

原
発
の
平
均
稼
働
年
数
は

32
年
で
最
古
の
原
発
は
55

年
。
60
年
稼
働
し
た
原
発

は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｈ

・
Ｈ

露
骨
な
原
発
推
進

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
案


